
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   今年
こ と し

もよろしくお願
 ね が

いします 

  寒い
さ む  

冬
ふ ゆ

に流行
り ゅ う こ う

する病気
び ょ う き

に注意
ち ゅ う い

しましょう 
  冬

ふゆ

は空気
く う き

が乾燥
かんそう

し、病気
びょ う き

の原因
げんいん

であるウィルスなどが活発
かっぱつ

になる時期
じ き

です。インフルエンザは、昨年
さ くねん

11月ごろから 

流行
りゅうこう

が始
はじ

まりましたが、A型
がた

・B型
がた

のほか「変
へん

異株
い か ぶ

」とよばれるこれまでと違う
ち が  

型
かた

も出て
で  

きて、油断
ゆ だ ん

はできません。病気
びょ う き

と 

たたかえる体
からだ

をつくることと体調
たいちょう

不良
ふりょ う

があったら無理
む り

せず休む
や す  

ことが回復
かいふく

にとって大事
だ い じ

なことです。 
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   保健室  No．11-1 

 
 新しい年を迎えました。今年は、どんな年になるでしょうか。平和で災

害がなく、健康で過ごせる一年になるといいですね。 

 新年にあたり、今年の目標を決めましょう。目標を達成できるように、

なにをどうがんばればいいのか、考えてみましょう。自分の力ではできな

いことでも、家族や先生、友達に協力してもらいできるようになることも

あります。力をかしてもらうことがあってもいい、と思ってください。 

 いろいろなことができるようになる一年にしてほしいです。 
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冬休み
ふ ゆ や す  

に「お手伝い
 て つ だ  

・手
て

と目
め

を使う
つ か  

遊
あそ

び」ができましたか？ 

 大塚台
おおつかだい

小学校
しょうがっこう

では、毎年
まいとし

、冬休み
ふゆやす  

にビジョントレーニングの宿題
しゅくだい

として、「お手伝い
 て つ だ  

・手
て

と目
め

を使う
つ か  

遊び
あ そ  

」

を出して
だ   

います。これらのことは、目
め

と手先
て さ き

と脳
のう

を一度
い ち ど

にバランスよく使い
つ か  

、感覚
かんかく

をよくするのにとても効果
こ う か

があります。 

 お手伝い
て つ だ  

については、「やったことがないことにチャレンジしてできた！」という達成感
たっせいかん

、「家
いえ

の方
かた

に喜んで
よろこ   

もらえた！」という満足感
まんぞくかん

を得た
え  

児童
じ ど う

も多く
お お  

います。子ども
こ   

は、ひとりではできないこともやり方
   かた

を教えて
おし    

大人
お と な

と一緒
いっしょ

にやるうちに上手
じょうず

にできるようになっていきます。おうちの方
かた

の感想
かんそう

にも、「思い
おも  

のほか上手
じょうず

にで

きてびっくりした」とか「自分
じ ぶ ん

から『何
なに

かすることない？』
」

と聞いて
き   

手伝
て つ だ

ってくれた」など成長
せいちょう

を感じた
かん    

部分
ぶ ぶ ん

もあったようです。家
いえ

のことは、大人
お と な

がやった方
ほう

が早い
は や  

しきれいにできるので、子ども
こ   

にさせるのは大人
お と な

に

とってある意味
い み

忍耐
にんたい

も必要
ひつよう

です。それでも、子ども
こ   

にとってできなかったことができるようになることはと

ても大きな
お お   

成長
せいちょう

の一つ
ひと  

です。できるようになったことを大人
お と な

がたくさんほめて、喜んで
よろこ   

子ども
こ   

の自己
じ こ

有用感
ゆうようかん

を高めて
たか    

いきましょう。そして、できることを増やして
ふ    

いきましょう。 

 また、カルタやトランプなどの遊び
あ そ  

を「家族
か ぞ く

のみんなでできて楽しかった
た の       

」 

「デジタルのゲームより楽しかった
た の      

」などの感想
かんそう

を書いた
か   

児童
じ ど う

もいました。 

おうちの方
かた

からは「こまが上手
じょうず

に回せる
まわ    

ようになっていておどろいた」 

「けんだまが上手
じょうず

になっていた」という感想
かんそう

もあり、家族
か ぞ く

でたくさんの楽しい
た の   

 

コミュニケーションがとれた様子
よ う す

が想像
そうぞう

できました。今後
こ ん ご

もこのような遊び
あ そ  

を 

時々
ときどき

楽しんで
た の     

みてはどうでしょうか。 

 日常の生活から、子どもの感覚は発達します。学習だけではなく 

お手伝いや遊びから情緒や愛着をはぐ 

  

 

 
 


